
（別紙 4） 
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【パターン①-1】従来型の河川整備を想定 
【パターン①-2】河道の蛇行・拡幅を再現（流路位置を全幅の中で変更（学内設備で加工）） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【パターン②】管理用道路下に貯留空間を想定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－：防水 

 
 
 
 

木材等で仕切りを設置 
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木材、網等で仕切りを設置 

※粗度係数の調整が必要 

砕石、土砂 等 

※堤体材料を想定した材料 


